
鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例

会
は
５
日
か
ら

日
ま
で

28

開
会
さ
れ
ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、

決
算
４
件
、
補
正
予
算
４

件
（
う
ち
専
決
処
分
１

件

、
条
例
４
件
、
事
件

）
６
件
、
人
事
３
件
の
計
21

件
と
な
り
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
基
金

３
億
５
千
万
円
積
立

平
成

年
度
９
月
補
正

30

予
算
で
は
、
一
般
会
計
で

億
６
２
６
２
万
円
追
加

22

し
、
予
算
総
額
は
６
８
５

億
１
３
７
０
万
円
と
な
り

ま
す
。

旧
市
町
村
の
地
域
活
性

化
を
図
る
「
地
域
ま
ち
づ

く
り
未
来
基
金
」
は
、
当

初
３
億
円
の
基
金
で
ス
タ

ー
ト
し
、
毎
年
度
の
決
算

剰
余
金
を
活
用
し
て
段
階

的
に
積
み
増
し
す
る
と

し
、
今
回
は
３
億
５
千
万

円
、
さ
ら
に

年
度
決
算

29

を
踏
ま
え
「
公
共
施
設
整

備
基
金
」
に
３
億
５
千
万

円
を
積
立
て
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
整
備
事
業
費
５
億
３
５

２
０
万
円
は
、
浸
出
水
の

下
水
道
接
続
の
設
計
業
務

委
託
に
つ
い
て
、
用
途
変

更
等
に
よ
る
増
額
と
、
工

事
が
２
ヵ
年
に

わ
た
る
こ
と
か

ら
、
来
年
度
分

の
減
額
、
及
び

整
備
工
事
費
の

追
加
で
す
。

鶴
岡
三
中
改

築
事
業
１
億
２

６

８

９

万

円

は
、
北
工
区
外

構
工
事
に
つ
い

て
当
初
来
年
度

に
行
う
予
定
で

し
た
が
、
今
年

度
旧
校
舎
解
体

と
並
行
し
て
行

う
も
の
で
す
。

８
月
５
日
～

６
日
の
大
雨
災

害
の
復
旧
事
業

が
、
農
地
、
農

道
な
ど
２
億
２

９
０
０
万
円
、

林
道
１
億
４
５

４
０
万
円
、
市

単
独
の
道
路
、

河
川
３
３
６
０

万
円
、
補
助
事

業
に
よ
る
道
路

６
３
０
０
万
円

な
ど
で
す
。

市
債
の
繰
上

償
還
に
３
億
９

６
０
８
万
円
を

あ
て
ま
す
。

友
江
荘
と
大
東
・
い
ず

み
保
育
園
民
営
化

条
例
で
は
、
旧
大
網
小

の
校
舎
を
解
体
し
、
そ
の

跡
地
に
「
小
さ
な
拠
点
」

づ
く
り
で
設
置
し
た
施
設

に
つ
い
て
「
大
網
地
区
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及

」

、

び
管
理
条
例

を
制
定
し

「
朝
日
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
」
を
廃
止
し

ま
す
。

築

年
以
上
経
過
し
た

40

市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
友

江
荘

（
友
江
町
２
番

」

18

号
）
を

月
で
廃
止
し
、

12

現
在
指
定
管
理
者
で
あ
る

社
会
福
祉
法
人
恵
泉
会
に

移
管
、
民
営
化
し
、
市
の

一
部
補
助
に
よ
り
恵
泉
会

が
新
た
に
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
設
置
し
ま
す
。

市
立
保
育
園
の
指
定
管

理
に
つ
い
て
、
羽
黒
地
域

の
大
東
保
育
園
と
い
ず
み

保
育
園
を
社
会
福
祉
法
人

羽
黒
百
寿
会
に
委
託
、
民

営
化
し
ま
す
。

公
設
公
営
の
保
育
園

は

か
た
ば
み
保
育
園

家

、

（

中
新
町
）
と
西
部
保
育
園

（
新
海
町

、
南
部
保
育

）

園
（
美
原
町
、
朝
暘
四
小

グ
ラ
ン
ド
跡
地
に
移
転
新

築
）
の
３
園
の
み
と
な
り

ま
す
。

保
育
所
の
民
営
化
は
、

市
職
員
の
削
減
を
目
的

に
、
民
間
に
安
い
人
件
費

で
保
育
を
担
わ
せ
る
も
の

で
、
旧
榎
本
市
政
の
「
行

財
政
改
革
」
の
見
直
し
が

急
務
で
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

２１０９NO.
２０１８．９．２

編集発行
日本共産党鶴岡市議団

鶴岡市美原町16-5
電話22－3313

高 橋 ち づ 子
紙 智 子
い わ ぶ ち 友
国会議員連絡所
鶴岡市美原町16-5
☎22－3313
FAX24－4096

無料生活相談所

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

山 田 守
宝田1-9-1-31
２３－６５４８

長谷川 剛
日枝坂本43-10

090-2881-8530

平成30年度　補正予算一覧表（９月補正）

［　一　般　会　計　］ 単位：千円

款 項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

2 1 3 財政課 各種基金積立金 700,000 700,000
公共施設整備基金積立金　　　　350,000千円 

地域まちづくり未来基金積立金　350,000千円

2 2 1 課税課 市県民税賦課事務 4,680 4,680地方税法改正に伴うシステム改修経費

4 2 2 廃棄物対策課 535,204 136,500 387,100 11,604
一般廃棄物最終処分場整備事

業

一般廃棄物最終処分場浸出水下水道接続管渠設計業務委託契約の債

務負担行為の設定に伴う平成30年度設計業務委託料の減額及び一般
廃棄物最終処分場整備工事費等

4 3 2 環境課 地球温暖化対策推進事業 9,959 9,959
一般財団法人環境イノベーション情報機構の助成決定に伴う二酸化炭素

排出抑制対策推進業務委託料
6 1 5 農政課 鳥獣被害対策事業 4,540 4,540羽黒射撃場の整備に係る補助金

6 2 2 農山漁村振興課 森林整備支援事業 3,300 3,300 新たな森林経営管理制度の導入に向けた事前準備に係る経費

7 1 4 観光物産課 鶴岡観光地域づくり推進事業 6,000 3,000 3,000鶴岡観光地域づくり推進事業補助金の増額

8 3 2 土木課 河川維持事業 4,000 4,000河川の草刈・浚渫作業委託料の増額

9 1 2 消防本部 非常備消防維持管理事業 962 962 消防団員等公務災害補償等共済基金の助成決定に伴う耐切創性手袋購入経費

10 3 3 管理課 鶴岡第三中学校改築事業 126,893 120,400 6,493鶴岡第三中学校の北工区外構工事費等

11 1 1 農山漁村振興課 229,000 128,675 80,200 20,065 60
農地農業用施設災害復旧事業 

（8月5日～6日の大雨関連）
農地、農道、その他の復旧経費

11 1 2 農山漁村振興課 145,400 46,900 75,700 22,800
農地農業用施設災害復旧事業 

（8月5日～6日の大雨関連等）
林道の復旧経費

11 2 1 土木課 33,600
市単独災害復旧事業 

（8月5日～6日の大雨関連等）
27,500 6,100道路、河川の復旧経費

11 2 2 土木課 63,000 34,800
公共土木施設災害復旧事業 

（8月5日～6日の大雨関連等）
28,200 道路の復旧経費

12 1 1 財政課 市債償還元金 396,084 396,084市債繰上償還に係る元金の増額

2,262,622 353,175 719,100 30,986 1,159,361

債務負担行為の変更

事　　　　　項 期　　　　　間 限　　度　　額

一般廃棄物最終処分場浸出水下水道管渠設計業務委託契約 平成30年度から平成31年度まで 90,718千円

一般廃棄物最終処分場建設工事請負契約 平成30年度から平成33年度まで 5,058,000千円

一般廃棄物最終処分場建設工事管理業務委託契約 平成30年度から平成33年度まで 68,851千円

学校給食調理、配送等業務委託契約 平成30年度から平成31年度まで 180,000千円

［　介護保険特別会計　］ 単位：千円

款 項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

7 1 2 長寿介護課 償還金 23,194 2,319 平成29年度国庫支出金及び県支出金の精算による返還金

23,194 0 0 0 2,319

［　下水道事業会計　］ 単位：千円

款 項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

1 1 1 上下水道部総務課公共下水道事業 ▲48,474 ▲51,897
一般廃棄物最終処分場浸出水下水道接続管渠設計業務委託契約の債

務負担行為の設定に伴う平成30年度設計業務委託料の減額
▲48,474 ▲51,8970 0 0

債務負担行為の変更

事　　　　　項 期　　　　　間 限　　度　　額

一般廃棄物最終処分場浸出水下水道管渠設計業務委託契約 平成30年度から平成31年度まで 64,554千円



市
議
会
全
員
協
議
会
が

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

21
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
施
設
整
備
に
つ
い
て
の

市
当
局
よ
り
、
こ
れ
ま
で

「
大
荒
・
里
山
の
自
然
と

住
民
の
生
活
環
境
を
保
全

す
る
会
（
大
荒
里
山
保
全

会

」
と
「
大
荒
地
内
市

）
ご
み
最
終
処
分
場
を
考
え

る
市
民
の
会
」
な
ど
地
元

住
民
や
市
民
・
団
体
な
ど

か
ら
撤
回
を
求
め
る
要
望

書
や
反
対
署
名
が
提
出
さ

れ
て
き
た
こ
と
で
、
両
会

と
市
が
話
し
合
い
を
重
ね

７
月

日
に
合
意
書
が
取

25

り
交
わ
さ
れ
、
８
月
１
日

に
は
大
荒
自
治
会
で
事
業

説
明
会
を
開
催
し
同
意
を

得
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
と
現
状
、
今
後

の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
概
要
と
し
て
は
、

埋
立
対
象
物
は
、
焼
却
灰

・
煤
じ
ん
・
不
燃
残
さ
、

ば
い

埋
立
期
間
は
平
成

年
度

33

か
ら
の

年
間
、
埋
立
面

15

積
は
面
積
１
万
６
６
０
０

㎡
、
容
量
約

万

と
な

㎥

13

っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
対
策
は
、
粉

じ
ん
飛
散
対
策
と
し
て
埋

立
の
際
に
は
即
日
覆
土
や

散
水
等
を
行
う
こ
と
や
、

水
質
対
策
と
し
て
合
成
ゴ

ム
系
・
合
成
樹
脂
系
の
二

重
遮
水
シ
ー
ト
構
造
で
遮

水
工
を
行
い
、
浸
出
水
は

河
川
に
は
放
流
せ
ず
公
共

下
水
道
に
接
続
す
る
計
画

で
す
。

跡
地
利
用
と
し
て
は
、

里
山
の
再
生
、
自
然
環
境

の
保
全
を
考
慮
し
地
域
住

民
と
検
討
を
行
う
と
し
て

い
ま
す
。

建
設
は
基
本
設
計
の
遅

れ
か
ら
、
国
道
接
続
協
議

に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か

ら
実
施
設
計
が
予
定
の
平

成

年
度
内
に
完
了
せ
ず

29
今
年
８
月
と
な
り
、
工
期

に
つ
い
て
は
平
成

年
１

31

月
着
工
、
平
成

年

月

33

10

供
用
開
始
予
定
。
現
在
埋

立
し
て
い
る
岡
山
処
分
場

の
満
了
時
期
が
平
成

年
32

９
月
に
見
込
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
約
１
年
の
民
間
処

理
委
託
（
費
用
約
２
億
１

千
万
円
）
が
必
要
に
な
る

と
の
見
通
し
で
す
。

ま
た
、
こ
の
間
の
市
民

生
活
に
直
接
影
響
す
る
重

要
事
業
で
あ
り
、
通
常
以

上
に
よ
り
厳
し
い
事
業
進

捗
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い

た
が
、
結
果
と
し
て
事
業

の
遅
れ
が
生
じ
、
民
間
処

理
委
託
が
増
え
る
見
通
し

と
な
っ
た
事
等
を
踏
ま

え
、
懲
戒
処
分
審
査
委
員

会
に
よ
る
認
定
に
よ
り
、

所
管
管
理
職
で
あ
っ
た
職

員
で
退
職
し
た
職
員
を
除

く
２
人
を
「
文
書
に
よ
る

厳
重
注
意
」
と
し
た
事
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
議
員
か
ら
は
、
大

荒
里
山
保
全
会
と
市
民
の

会
の
合
意
書
、
大
荒
自
治

会
と
の
同
意
書
の
内
容

や
、
事
業
の
遅
れ
の
要
因

や
民
間
委
託
へ
の
負
担

増
、
浸
出
水
処
理
等
に
つ

い
て
な
ど
の
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

市
議
会
９
月
定
例
会
に

最
終
処
分
場
施
設
整
備
の

関
連
補
正
予
算
等
が
提
案

さ
れ
審
議
さ
れ
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
を
良
く

す
る
鶴
岡
・
田
川
の
会
主

催
「
ド
ク
タ
ー
本
田
の
社

会
保
障
切
り
捨
て
日
本
へ

の
処
方
せ
ん
」
情
勢
学
習

講
演
会
が

日
出
羽
庄
内

24

国
際
村
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
田
宏
氏
が
外
科
医
引

退
を
決
意
し
た
理
由
は
、

明
治
維
新
以
来
続
く
経
済

最
優
先
の
日
本
政
治
を
国

民
第
一
の
民
主
主
義
（
デ

モ
ク
ラ
シ
―
）
に
変
え
な

け
れ
ば
、
改
憲
・
医
療
・

社
会
保
障
崩
壊
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
こ
と
は
不
可

能
と
悟
っ
た
か
ら
。
メ
デ

（
１
面
の
つ
づ
き
）

文
化
会
館
第
三
者
委
、

答
申

月
に

10

３
月
議
会
で
設
置
さ
れ

た
「
第
三
者
に
よ
る
新
文

化
会
館
建
設
に
関
す
る
調

査
・
検
証
専
門
委
員
」
の

報
告
は
、
当
初
９
月
議
会

で
行
う
予
定
で
し
た
が
、

追
加
の
調
査
が
あ
り
、
10

月
を
目
途
に
答
申
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

ィ
ア
は
忖
度
の
上
で
情
報

誘
導
が
さ
れ
、
医
師
不
足

の
本
質
を
伝
え
ず
、
医
療

費
の
増
大
だ
け
が
煽
ら
れ

報
道
さ
れ
る
。
日
本
で
は

保
険
料
を
負
担
し
た
上
で

医
療
費
ま
で
も
負
担
し
て

い
る
が
、
社
会
保
障
を
充

実
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
財

源
が
不
足
し
て
い
る
と
騒

ぎ
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
し
て

防
衛
費
に
つ
い
て
は
お
金

８
月

日
、
第

回
し

26

55

ん
ぶ
ん
赤
旗
囲
碁
将
棋
鶴

岡
地
区
大
会
が
鶴
岡
市
勤

労
者
会
館
で
開
か
れ
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。将

棋
Ａ
級
戦
と
囲
碁
名

人
戦
の
上
位
３
人
は
、
９

月

日
に
開
催
さ
れ
る
県

23
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

関
徹
県
議
が
主
催
者
を

代
表
し
あ
い
さ
つ
、
長
谷

川
剛
市
議
が
賞
状
と
記
念

品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
将
棋
】

Ａ
級
戦

優

勝

上
野
伸
一
四
段

準
優
勝

佐
藤

智
三
段

第
３
位

佐
藤

修
初
段

【
囲
碁
】

名
人
戦

優

勝

佐
藤
重
美
六
段

準
優
勝

村
井
源
蔵
四
段

第
３
位

芦
原
憲
義
七
段

西
日
本
豪
雨
災
害
救
援
募
金

万
３
６
７
５
円
に

22７
月
に
発
生
し
た
「
西

日
本
豪
雨
災
害
」
は
、
広

範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
西
日
本
豪
雨
災
害
救
援

募
金
」
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

８
月

日
現
在
、
１
４

27

８
人
か
ら

万
３
６
７
５

22

円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

お
預
か
り
し
た
募
金

は
、
被
災
地
の
自
治
体
へ

届
け
、
被
災
者
の
救
援
に

充
て
ま
す
。
引
き
続
き
、

救
援
募
金
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

を
使
う
。
こ
れ
は
明
治
維

新
か
ら
続
く
収
奪
・
盗
賊

政
治
で
あ
り
国
民
性
が
招

い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
教
育
は
「
考
え
ら

れ
な
い
人
間
を
生
み
出

す
」
社
会
だ
け
で
は
な
く

国
家
に
と
っ
て
都
合
の
よ

い
人
間
を
再
生
産
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
。
自
分
の
力
で
真
理
を

探
究
し
自
分
の
考
え
で
物

事
を
判
断
、
真
実
を
自
分

の
目
で
確
か
め
、
人
生
を

楽
し
む
た
め
に
政
治
を
考

え
て
ほ
し
い
。
選
挙
に
行

き
投
票
す
る
人
を
増
や

し
、
政
治
を
変
え
る
し
か

な
い
と
訴
え
て
い
ま
し

た
。菅

井
巌
・
山
田
守
・
長

谷
川
剛
・
坂
本
昌
栄
市
議

が
参
加
し
ま
し
た
。

本田宏氏


